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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年7月3日(2008.7.3)

【公表番号】特表2008-515277(P2008-515277A)
【公表日】平成20年5月8日(2008.5.8)
【年通号数】公開・登録公報2008-018
【出願番号】特願2007-533452(P2007-533452)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｂ   7/26     (2006.01)
   Ｈ０４Ｍ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｑ   7/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｂ   7/26    　　　Ｍ
   Ｈ０４Ｍ   1/00    　　　Ｒ
   Ｈ０４Ｂ   7/26    １０９Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月8日(2008.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声・映像ネットワークで使用する無線通信装置（１０）であって、
　前記無線通信装置（１０）が音声・映像システム（４０）のディスプレイ（４８）の近
傍に位置するとき、無線通信ネットワーク（６０）における基地局サブシステム（６２）
を介した前記音声・映像システム（４０）との間の長距離通信リンクを確立し、該長距離
通信リンクを介して前記音声・映像システム（４０）と通信可能に接続するコントローラ
（２０）と、
　前記基地局サブシステム（６２）を介してリモートの相手と通信して、前記音声・映像
システム（４０）が前記ディスプレイ（４８）に出力する映像信号に付随する音声信号を
、前記音声・映像システム（４０）から前記長距離通信リンクを介して受信するトランシ
ーバ（２６）と、
　前記無線通信装置（１０）のユーザに対し、前記受信音声信号を可聴音として出力する
音声処理回路（２４）と、
　を備えることを特徴とする無線通信装置。
【請求項２】
　前記トランシーバ（２６）は、前記音声・映像システム（４０）に、ユーザによりあら
かじめ設定されたユーザプレファレンス情報を送信することを特徴とする請求項１に記載
の無線通信装置。
【請求項３】
　前記ユーザが前記ユーザプレファレンス情報を手動で選択することを可能にするための
、前記無線通信装置（１０）に配置されるキーパッド（１４）及びディスプレイ（１２）
を更に備えることを特徴とする請求項２に記載の無線通信装置。
【請求項４】
　前記コントローラ（２０）は、前記音声・映像システム（４０）に対して前記無線通信
装置（１０）を認証することを特徴とする請求項１に記載の無線通信装置。
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【請求項５】
　前記コントローラ（２０）は、前記音声・映像システム（４０）から受信した暗号化さ
れた音声信号を復号することを特徴とする請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項６】
　前記コントローラ（２０）は、前記無線通信ネットワーク（６０）から受信したメッセ
ージに応答して音声・映像システム（４０）と通信可能に接続することを特徴とする請求
項１に記載の無線通信装置。
【請求項７】
　前記メッセージは、前記無線通信装置の地理的位置に応じて前記無線通信装置により受
信されるものであることを特徴とする請求項６に記載の無線通信装置。
【請求項８】
　無線通信装置（１０）に音声信号を供給する方法であって、
　前記無線通信装置（１０）が音声・映像システム（４０）のディスプレイ（４８）の近
傍に位置するとき、無線通信ネットワーク（６０）における基地局サブシステム（６２）
を介した前記無線通信装置（１０）と前記音声・映像システム（４０）との間の長距離通
信リンクを確立する確立ステップと、
　前記音声・映像システム（４０）が前記ディスプレイ（４８）に出力する映像信号に付
随する音声信号を、前記長距離通信リンクを通じて前記音声・映像システム（４０）から
受信する受信ステップと、
　受信した前記音声信号を、前記無線通信装置（１０）において、可聴音として出力する
出力ステップと、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記確立ステップは、前記無線通信装置（１０）を認証するステップを含むことを特徴
とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記確立ステップは、前記音声信号に関するユーザプレファレンス情報をネゴシエート
するステップを含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記長距離通信リンクを介して前記音声・映像システム（４０）に前記ユーザプレファ
レンス情報を送信する送信ステップを更に有することを特徴とする請求項１０に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記音声・映像システム（４０）によって送信される音声信号を選択する選択ステップ
を更に有することを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記選択ステップは、前記音声・映像システム（４０）が前記ディスプレイ（４８）上
に表示する前記映像信号に関係付けられているインジケータ（１１４）を、前記基地局サ
ブシステム（６２）を介して前記音声・映像システム（４０）に送信するステップを含む
ことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記無線通信装置の地理的位置に基づいて前記基地局サブシステム（６２）からメッセ
ージを受信し、該受信したメッセージに応答して前記長距離通信リンクを確立するステッ
プを更に有することを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　音声・映像システム（４０）であって、
　前記音声・映像システム（４０）により出力される映像信号を表示するディスプレイ（
４８）と、
　無線通信装置（１０）が前記ディスプレイ（４８）の近傍に位置するとき、基地局サブ
システム（６２）を介した前記音声・映像システム（４０）と前記無線通信装置との間の
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長距離通信リンクを確立し、前記映像信号を前記ディスプレイに出力するコントローラ（
４４）と、
　前記映像信号に付随する音声信号を、前記長距離通信リンクを介して無線通信装置（１
０）に送信するトランシーバ（５０）と、
　を備えることを特徴とする音声・映像システム。
【請求項１６】
　前記コントローラ（４４）は更に、前記音声信号に関するユーザプレファレンス情報を
ネゴシエートすることを特徴とする請求項１５に記載の音声・映像システム。
【請求項１７】
　前記コントローラ（４４）に結合され、前記ユーザプレファレンス情報を格納するメモ
リ（４６）を更に有し、前記コントローラ（４４）は、前記通信リンクが確立されたとき
に前記ユーザプレファレンス情報を読み込むことを特徴とする請求項１６に記載の音声・
映像システム。
【請求項１８】
　前記トランシーバは、前記長距離通信リンクを介して、前記無線通信装置（１０）から
前記ユーザプレファレンス情報を受信することを特徴とする請求項１６に記載の音声・映
像システム。
【請求項１９】
　前記コントローラ（４４）は更に、前記無線通信装置（１０）を認証することを特徴と
する請求項１５に記載の音声・映像システム。
【請求項２０】
　前記コントローラ（４４）は更に、前記無線通信装置（１０）に前記音声信号を送信す
る前に、前記音声信号を暗号化することを特徴とする請求項１７に記載の音声・映像シス
テム。
【請求項２１】
　複数の映像信号を表示する複数のディスプレイ（１１２）を更に備え、前記コントロー
ラ（４４）は、
　各映像信号を対応する音声信号と関連付けるインジケータ（１１４）を、前記音声・映
像システム（４０）により出力される複数の映像信号の各映像信号に割り当て、
　前記複数のディスプレイ（１１２）に前記複数の映像信号及びそれらに対応するインジ
ケータを出力する
　ことを特徴とする請求項１５に記載の音声・映像システム。
【請求項２２】
　前記コントローラ（４４）は、前記トランシーバが選択したインジケータに関係付けら
れている前記音声信号を前記無線通信装置（１０）に送信するよう前記トランシーバを制
御することを特徴とする請求項２１に記載の音声・映像システム。
【請求項２３】
　前記コントローラ（４４）は、前記基地局サブシステム（６２）から前記無線通信装置
（１０）の地理的位置に関連するメッセージであって前記無線通信装置（１０）を識別す
る識別情報を含むメッセージを受信したこと応答して前記長距離通信リンクを確立するこ
とを特徴とする請求項１５に記載の音声・映像システム。
【請求項２４】
　無線通信装置（１０）に音声信号を供給する方法であって、
　音声・映像システム（４０）のディスプレイ（４８）上に映像信号を出力する出力ステ
ップと、
　前記ディスプレイ（４８）の近傍に無線通信装置（１０）が位置するときに、無線通信
ネットワーク（６０）における基地局サブシステム（６２）を介した前記無線通信装置（
１０）と前記音声・映像システム（４０）との間の長距離通信リンクを確立する確立ステ
ップと、
　前記ディスプレイ（４８）に出力される前記映像信号に付随する音声信号を、前記長距
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離通信リンクを介して前記無線通信装置（１０）に送信する送信ステップと、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項２５】
　前記確立ステップは、前記音声・映像システム（４０）で前記無線通信装置（１０）を
認証するステップを含むことを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記確立ステップは、前記音声信号に関するユーザプレファレンス情報をネゴシエート
するネゴシエーションステップを含むことを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ネゴシエーションステップは、前記無線通信装置（１０）から前記ユーザプレファ
レンス情報を受信するステップを含むことを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ネゴシエーションステップは、前記音声・映像システム（４０）でメモリ（４６）
から前記ユーザプレファレンス情報を読み出すステップを含むことを特徴とする請求項２
６に記載の方法。
【請求項２９】
　前記無線通信装置（１０）に前記音声信号を送信する前に、前記音声信号を暗号化する
ステップを更に有することを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項３０】
　映像信号を対応する音声信号と関連付けるインジケータ（１１４）を、前記音声・映像
システム（４０）により出力する複数の映像信号の各映像信号に割り当てるステップと、
　各映像信号及びそれに対応するインジケータを、前記音声・映像システム（４０）に配
置される複数のディスプレイ（１１２）のうちの対応するディスプレイに出力するステッ
プと、
　を更に備えることを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項３１】
　前記無線通信装置（１０）から選択されたインジケータを受信するステップと、前記選
択されたインジケータに関係付けられる前記音声信号を前記無線通信装置（１０）に送信
するステップとを更に有することを特徴とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記確立ステップは、前記無線通信装置（１０）からのメッセージであって前記無線通
信装置（１０）を識別する識別情報を含むメッセージを前記長距離通信リンクを介して受
信したことに応答して実行されることを特徴とする請求項２４に記載の方法。


	header
	written-amendment

